
事業概要シート

施策 0502 スポーツの振興
≪≫の金額　現年度当初・補正予算、前年度繰越額の合計
　　　　　　※補正予算要求時は今回の補正予算額を除く
　　　　　　※次年度予算要求時は次年度繰越額を除く

事業名 スポーツ振興事業 現状維持 予算額
4,844 千円

≪ 4,253 ≫千円

事業期間 平成19年度 ～ 財
源
内
訳

国庫支出金 0 千円
県支出金 0 千円

根拠法令
要綱等

スポーツ基本法、大村市スポーツ推進審議会条例、大村市
スポーツ振興基金条例、大村市スポーツ推進委員に関する
規則及び大村市小学生中学生スポーツ表彰規則

地方債 0 千円
その他 0 千円

一般財源 4,844 千円

【事業の目的・概要・対象】

目的
　スポーツの推進、スポーツ人口の拡大、競技スポーツ指導者の育成を図る。

概要
・スポーツ推進委員に、住民のニーズに応じた、スポーツの実技等の指導・助言並びに住民スポーツ活動の
促進、市主催のスポーツ行事の協力を行ってもらう。
・スポーツ推進に関する重要事項について調査審議等を行うスポーツ推進審議会の運営を行う。
・競技スポーツ指導者に対し指導者認定講習会参加費の助成を行う。
・小学校区内で行われる地域スポーツイベントに対する助成を行う。
・スポーツで優秀な成績を収めた小学生、中学生を表彰する。

対象
　市民、スポーツ推進委員、スポーツ推進審議会委員、スポーツ指導者、スポーツイベント開催者、スポー
ツで優秀な成績を収めた市内小学生及び中学生。

対象者

実施

イベント等協力要請

市

スポーツ推進委員

市民
イベント開催費助成

スポーツイベント開催者

指導者認定講習会助成
スポーツ指導者

諮問・建議・会議運営
スポーツ推進審議会委員

スポーツ表彰
スポーツで優秀な成績を収め
た市内小学生及び中学生

【背景】
　スポーツ推進委員協議会と連携し、広報誌を発行してニュースポーツやスポーツイベントの周知を継続して行っている。
　また、表彰規則に基づき、優秀な成績を収めた小学生と中学生を3月にスポーツ表彰も継続して実施し、平成28年度から受賞者及びそ
の保護者に対して講演を行っている。
【講師】平成28年度：扇まどか氏（マラソン）、平成29年度：木下紗佑里氏（フリーダイビング）、平成30年度：朝長孝介氏（バレー
ボール）、令和元年度：新型コロナウイルス感染症の影響で表彰式中止、令和2年度・令和3年度：新型コロナウイルス感染防止対策で
表彰式を一部縮小して行ったため、講演なし、令和4年度：松永雅俊氏（テニス）、令和5年度：川内満氏（サッカー）

担当課 市民環境部　スポーツ振興課 課長 橋本　真人

担当者 小林　健一 問合せ先 0957-53-4111（内線187）
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【活動指標】

指標名 単位
Ｒ６

(実績)
Ｒ７

(計画)
Ｒ８

(計画)
Ｒ９

(計画)
Ｒ１０
(計画)

① スポーツ推進委員数 計画値 人 30 30 30 30 30

②
小学校区内で行われる地域スポーツイベ
ントに対する助成件数

計画値 団体 14 14 14 14 14

【成果指標】

指標名 単位
Ｒ６

(実績)
Ｒ７

(計画)
Ｒ８

(計画)
Ｒ９

(計画)
Ｒ１０
(計画)

① 成人の週１回スポーツ実施率 計画値 ％ 49.9 60.0 51.0 52.0 53.0 

② スポーツ特別賞及びスポーツ賞受賞者数 計画値 人 240 200 200 200 200

【予算・決算】（千円） 事業費は当初・繰越・補正予算の合計額

年度 Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９ Ｒ１０ 合計
事業費 3,205 3,533 4,253 4,844 4,844 4,844 25,523

国庫支出金 0 0 0 0 0 0 0
県支出金 0 0 0 0 0 0 0
地方債 0 0 0 0 0 0 0
その他 0 0 0 0 0 0 0

一般財源 3,205 3,533 4,253 4,844 4,844 4,844 25,523
人件費 7,906 10,440 7,785 7,785 7,785 7,785 49,485

職員(人) 0.95人 1.33人 0.90人 0.90人 0.90人 0.90人 5.88人
時間外勤務(h) 499h 384h 620h 620h 620h 620h 3363h

会計年度任用職員(人) 0.00人 0.00人 0.00人 0.00人 0.00人 0.00人 0.00人
フルコスト 11,111 13,973 12,038 12,629 12,629 12,629 75,008

妥当性
(市の関与)

　市のスポーツ振興に関する活動や審議をする団体に対して、市が関与するのは妥当である
。
また、スポーツ表彰は市からの表彰であり、代替することはできない。

有効性
(施策貢献度)

　スポーツ推進委員の活動はスポーツの推進に特に貢献していると思われる。
また、スポーツ表彰を受けるということは、心身ともに充実した生活を送った成果であり、
その達成感を次の成長へつなげることに寄与している。

効率性
(コスト)

　スポーツ推進委員やスポーツ推進審議会委員の報酬は、条例で定められている。
また、スポーツ表彰の賞品の選定等、コストの軽減を行っており、これ以上の削減は困難で
ある。

1次評価 担当者記載のとおり

2次評価 1次評価のとおり


